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　私は令和 5 年 4 月より、前任者の育児休業により

急遽編集委員となりました。編集業務は初めての経

験で不安もありましたが、多くの学びと貴重な経験

を得る機会となりました。編集委員の業務は、論文

の投稿から査読、編集、最終的な掲載決定に至る

まで多岐にわたり、これまでは査読者として論文を

評価する立場でしたが、編集委員として関わること

で、論文の選定や審査過程全体を俯瞰する視点を

得ることができました。この経験を通じ、論文掲載

プロセスの透明性を確保しながら質を向上させるた

めの視点を学ぶことができました。また、論文執筆

時に注意すべき点についての理解も深まりました。

さらに、投稿者とのやり取り、査読者の選定、論文

の改訂指示等、細かな調整が必要であり、査読と

は異なる責任の重さを実感しました。論文の質を

高めることは、学術の発展のみならず、臨床検査

技術の向上にも寄与するものであり、編集委員の

役割の重要性を改めて認識しました。

　さて、17 巻 1 号は第 18 回日本臨床検査学教育

学会学術大会の特集号です。基調講演、教育シン

ポジウム、学生優秀発表賞受賞演題と臨床検査の

叡智の集結を物語っております。さらに総説 1 報、

報告 1 報、資料 2 報と先進的で刺激的な内容が投

稿され、皆様にとりましても新たな知見となり得る

ことと思います。

　最後になりますが、本誌の発展のために尽力さ

れている査読者の先生方、編集委員会の皆様、そ

して投稿者の方々に心より感謝申し上げます。皆

様のご協力があってこそ、質の高い論文が掲載さ

れ、学術分野の発展に寄与できるものと確信して

おります。

　私は任期を終えますが、機関誌「臨床検査学教育」

のさらなる発展と、その社会的役割の充実を心より

祈念し、編集後記とさせていただきます。

（令和 7 年 2 月 6 日　編集委員　　大津山賢一郎）

・・・ 編 集 後 記 ・・・
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